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要約 愛知教育大学附属岡崎小学校では生活科と総合的な学習を「くすのき学習」と称している。そして,「くす

のき学習」を「仲間への所属感をもとにした活動を主として,問題解決を図りながら展開する創造的な学習」

と定義し,求める子ども像を「対象や仲間とかかわりを強めながら,自らを高めていく子ども」としている。

それゆえ,生活科と総合的な学習とは基本的な理念では相通ずる部分は多いが,仲間とともに行う活動を通し

て自己理解と他者理解を深めることを重視している点に特徴があると言える。本小論は, 2006年度の1年生1

学期の「くすのき学習」の実践をまとめたものである。子どもの思いや願いをいかに高め,いかに願いに基づ

いた活動を支え,その結果,子どもがどのような学びを得だのかについて論じる。
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I

はじめに

愛知教育大学附属岡崎小学校では,大正8年の研究

会以降,子ども一人ひとりの個性と生活体験を大切に

し,「子どもが生活のなかで経験を通じて,生活をよ

りよいものにしていくために必要な知識や技能を自ら

学び取り,人間性を豊かにしながら,生活を深め,拡

げていく,創造的・発展的な教育活動」である「生活

教育」の実践,研究に取り組んでいる1)。

2000年秋から,「学びの経験を生かす授業」を研究

主題に掲げ,子どもたちが価値意識を更新する背景に

ある「学びの経験」に着目し,その学びの経験を生か

す授業の確立をめざして研究してきた。その4年間の

成果を, 2004年11月に『学びの経験を生かす授業』

(明治図書)としてまとめ出版した2)。

その後,新たに,現在の子どもを取り巻く社会状況

と生活環境,子どもの育ちをとらえるなかで「本気で

学び続ける子ども/生活分科の本質に迫る」という研

究主題を掲げ,研究に取り組んでいる。生活教育では,

子どもの生活のなかに生まれてくるいくつもの分化さ

れた側面をより豊かにすることをねらいとする。一つ

の側面が豊かになることは,その側面ならではの,も

のの見方や考え方,感じ方が養われることである。こ

の「ものの見方や考え方,感じ方」が「価値意識」と

定義され,生活教育における教科を通して,子どもの

生活のなかにある一つひとつの側面ならではの価値意

識を養っていくことが目指されている。それゆえ,生

活教育における教科を,一般的に考えられている教科

と区別するために「生活分科」と呼んでいるのである3)。

-

附属岡崎小学校では,「生活により,生活まで」を

根底におく生活教育が貫かれてきたので,生活分科に

おける学びは,当然,子どもにとっては生活の一部で

ある。現在,継続中の研究では,対象を鋭く見つめ,

仲間と深くかかわるなかで,価値意識を更新し,自己

の成長を感じることで,生活に生かしていこうとする

子どもの姿を「本気で学びっづける子ども」と定義し,

生活分科の本質に迫る授業において,この姿を求めて

いくという研究に取り組んでいるのである4)。

ところで,附属岡崎小学校では生活科と総合的な学

習を「くすのき学習」と称している。そして,「くす

のき学習」を「仲間への所属感をもとにした活動を主

として,問題解決を図りながら展開する創造的な学習」

と定義し,求める子ども像を「対象や仲間とかかわり

を強めながら,自らを高めていく子ども」としてい

る5)。より具体的には,対象に浸り込みながら,思

いや願いを高め,ものの見方や考え方,感じ方が異な

る子とのかかわり合いによって生まれた新たな視点を

もとに活動を見直し,自己の活動を振り返り,活動の

価値や自己の成長を実感する子どもを目指しているの

ある。それゆえ,生活科と総合的な学習とは基本的な

理念では相通ずる部分は多いが,仲間とともに行う活

動を通して自己理解と他者理解を深めることを重視し

ている点に特徴があると言えるだろう。

本小論は,先述した研究の一貫として取り組まれた

2006年度の1年生1学期の「くすのき学習」の実践を

まとめたものである。子どもの思いや願いをいかに高

め,いかに願いに基づいた活動を支え,その結果,子

どもがどのような学びを得だのかについて論じる。
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Ⅱ 単元の構想

1。学級をとらえ,願いをかける

1年生になり,友だちが増えることに喜びを感じて

いる子どもたちには,友だちの誕生日に,折り紙で作っ

た手作りのものや,自分で描いた絵を渡し,友だちと

のかかわりを深めようとする姿が見られる。 しかし,

そのプレゼントを見ると,あまり深く考えずに,簡単

に作れるものですませている子が多い。そこで,こう

した子どもたちに,もらった手作りのものに相手の思

いを感じたり,相手への思いを込めながらもの作りを

したりできる子になってほしいと願いをかけた。

2.久美をとらえ,願いをかける

既製品ではなく手作りのシェークを作って味わって

いる久美。「たいへんです」からは,手間がかかり面

倒くさい作業でも,自分で作ることを楽しんで行う姿

がうかがえる。また,シェークを作る手順を説明して

いる部分から,物事を筋道立てて考えることができる

様子がわかる。一方,久美はいろいろなことについて

教師に確認を求めてくることが多く,大人に判断を依

存していると言える。放課には,座っているひざの上

に乗ってきたり,廊下で並ぶときもべったり寄り添っ

てきたりして甘える姿勢も見られる。自分を見てほし

いという気持ちの表れと同時に,愛情を求めているよ

うにも見受けられる。

物事をていねいに順序だてて考えようとするよさを

もつ久美であるが,いろいろなことを気にしてしまう

ために,自分らしさを出し切れないでいるように感じ

られる。 しかし,自分でがんばろうとする姿勢がみら

れるので,彼女のよさを認め,自分で考えて活動した

結果,成功したことをほめることが大事であると考え

た。そして,以下のように久美へ願いをかけた。

3。本気で学び続ける子どもを引き出す支援

ア 切実感をもって対象にかかわらせるための教師

支援

・問題解決にむけて試行錯誤を繰り返そうとする気

持ちを高めるために,成功体験を積んだ後,あえ

て失敗体験をする場面を設ける。

・子どもの目的意識を高めるために,人とのつなが

ー

りをもたせる活動を仕組む。

イ 自己理解を深め,他者理解の姿勢を強めるため

の支援

・葛藤の末の自己決定を促すためにかかわり合い

での意図的指名と板書により,価値観のずれを鮮

明にさせる。

Ⅲ 実践の概要

1。紙すきに興味をもつ久美

4月27日に,小原の「和紙のふるさと」へ行き,紙

すき体験をした。ここでは,誰でも簡単にきれいな和

紙を作ることができる。子どもたちに,自分たちでも

紙を作ることができるということを実感させるために

紙すきの実習を行った。

ここで久美は,指で字を書く字すきを選んだ。学習

記録からは,「みずがしたにおちる」というように,

細かいところにまで目を向けて活動している。
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単元カリキュラム(3 6/36完了時) 単元「大すきな人にとどけたい 手作りあったかはがき」

○ 活動の時数 ○ かかわり合いの時郡
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仲田,中野:附属岡崎小学校の1年生「くすのき学習」の実践-「大すきな人にとどけたい 手作りあったかはがき」~

5月9日に里恵が紙すきのキットを持ってきた。家

で紙すきごっこをやったことがあるという。そこで,

学級のみんなの前でやってもらうことにした。のりを

塗った紙をちぎって水の入ったペットボトルに入れ。

しやかしやか振ってすき枠にいれた。それを絞って,

窓に貼った。あっという間にできてしまい,子どもた

ちも驚いていた。

久美も,里恵と同じ紙すきキットを持っているよう

で,「うちでやってみよう」と思ったようである。学

級のなかにも,自分もやってみたい,紙すきをもう一

度やってみたいという子が多く,学校で行うことにし

た。そこで,牛乳パックからはがきを作る紙すき名人

を呼び,いっしょに作ることにした。ここでの,目的

は2つである。 1つは,牛乳パックからも簡単に紙が

できることを体験すること。 2つめは,簡単にしかも

きれいなはがきが自分でもできることを知ることで,

もう一度自分で作ってみたいという気持ちをもたせる

ことである。

5月11日に,紙すき名人の柴田さん一行をお招きし,

いっしよに紙すきを行った。このとき柴田さんにお願

いしたことは,作り方を詳しく説明しないようにとい

うことである。できるだけ,淡々とはがき作りを進め

て,後に子どもたちだけで作ったときに,なぜできな

いんだろうとか,どうやったらうまくいくんだろうと

か,自分たちで考える余地を残しておくためである。

柴田さんたちといっしょにはがき作りをしてみて,

小原で体験した作り方との違いに気づいた久美。二つ

のものを比較しているところが,彼女の視点のよいと

ころである。ここまで久美は,紙すきを楽しいと感じ

て,も一二)とやりたいという気持ちをもった。

2.思い通りにできない久美

5月18日,今度はすべて自分たちだけで紙すきをや

ることにした。実習を行う前の子どもたちは,自信満々

に「自分たちでもできる」と思っていた。しかし,実

際に始めてみると,牛乳パックを切ってお湯の中へ入

れたり,ビニールをはがすのはいいが,どこを使うの

か,わかっていない。ミキサーにビニールもいっしょ

に入れていたり,水の量も,牛乳パックの量もいいか

げん。すき枠に流し込むパルプ液の量もいいかげん。

最後も,ろくに絞らず,べちゃべちゃのまま窓に貼る

ので,垂れまくる。表面もでこぼこで,四角くない。

というように,柴田さんと作ったときのはがきとは,

雲泥の差であった。

初めて自分たちだけではがきを作ってみた耽久美

の班は失敗した。「また,やりたいです。すごくじょ

うずにやりたいです。」からは,久美が本気になって

紙すきにひたり込み始めていることがわかる。切実感

をもち始めているといってもよい。これは,成功体験

のあとに失敗体験をしたからこそ,できるはずなのに

できない,こんなはずではない,という気持ちをもた

せることができたと考える。

しかし,そのロのい記には,失敗した原因をFかみ

すきのもとがなくて」と,パルプ液が足りなかったこ

とを指摘している。同じ班の他の子がパルプ液をたく

さん使ってしまい,自分がやる時には残っていなかっ

たのである。性格的に控えめな久美は,班のなかの他

の子が作ってから自分が作っていた。

5月22にの2回目の紙すきでも同様に久美は他の子

が先にやるのを指をくわえて見ていた。紙すきをやり

たいという気持ちは人一倍強いのに,それを口に出し

て,他の子より先に行動に移すことができない久美の

弱さがあった。そこで,久美の班に声かけをし,支援

することにした。4人の作る順番をどうするのかとい

うことや,まだ作ってない子がいるのに一人で2枚も

3枚も作るのはどうかということなどを話した。そし

て,事あるごとに久美の班の様子を気にして見ていく

ことにした。

5月24日には3回目の紙すきを行った。久美には手

助けしたり,紀香と協力させたが,久美は材料が少な

くて薄いため自分で失敗と決めつけてやめてしまりた。
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班の他の子はできているのに,自分だけできなかった

ので泣いてしまい,「もうくすのきやりたくない」と

まで言っていた。

くみちゃんがしっぱいしてないちゃったので,のりかもす

こしかなしくなってしまいました。えきがとろとろで,み

すみたいだったからかな。(5月24日 紀香の学習記録)

久美と同じ班の紀香は,心配して学習記録に久美の

ことを書いた。かかわり合いの授業で,この紀香の気

づきを久美にぶつけ,失敗した原因をしっかり見つめ

させたいと考えた。

授業では,紀香が久美が失敗した理由を発言した。

しかし,失敗した理由である「液がとろとろ」の中身

はあまり掘り下げなかった。それゆえ,下記のように,

授業後の久美の感想には,「こんどは,なかなくした

い」と,紀香の発言を聞いて考え直したようだが,今

度はどうしたらうまくできるかということについては

書かれていない。とろとろとは液がどんな様子なのか。

実物を用意したりしてもよかったかもしれない。

さらに,この授業では,手紙交換ごっこを行ってき

た中で,自分で作った手作りはがきを大事な人に出し

ている里恵や世奈がいたので,それを学級に知らせる

ことで,大事な人に手作りはがきを出したいという思

いや願いを高めたいと考えた。

世奈のはがきを見せることで,大事な人に手作りは

がきを出したいという思いや願いを高めたいと考えた

が,世奈は挙手をしていなかった。そこで世奈を指名

し,彼女のはがきを紹介した。その結果,自分も手作

りはがきを出そうというっぶやきが出た。しかし,思っ

たより学級全体に広がりは見られなかった。それは,

まだ子どもたちの思いが,手作りはがきを相手に出す

までには至っていってなかったからだろう。

6月20日,4回目の紙すきを行った。ここでは,こ

れまで朋子など一部の子が,スポンジを持って来て紙

の水を絞っていたので,班に1つ吸水用のスポンジを

配った。そして牛乳パックの量も1人1枚と決め,前

日に牛乳パックを煮た。

活動のなかでは,紀香が久美のやっていることに手

を出そうとするので,「みんな,自分のことは自分で

やろうね」と言い,久美には自分の好きなようにやる

ように話した。その結果,久美は何とか半分の大きさ

のはがきをつくった。 しかし,彼女にとってはまだま

だ納得のいくはがきはできていない。班活動のなかで

自分の思い通りのはがきを作ることは,彼女にとって

難しいことになっていた。

3.紙すきのしかたを見直す久美

お手紙交換が日常的になり,手作りはがきを出すこ

とを意識する子も現れてきたところで,さらにこの動
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きを学級全体に広めたいと考え,手紙交換をやってみ

た感想を出し合った。

はがすとき,注意しながらはがしているが,どうして

も隙間ができてしまう。

お手紙交換をやってきて,子どもたちは多くの友だ

ちや大人にはがきを書いてきた。そして,今度はどん

な手紙を出したいかを考えていたとき,朋子が「もら

う人が喜ぶ手紙」を出したいと言った。これに対して,

英二が「手作りはがき」をあげたいとかかわった。こ

こにきて子どもたちは,手作りはがきには人を喜ばす

力があることに気づき始めた。

6月26日,5回目のはがき作りを行った。今回は,

今までのはがき作りとは違い,もらう人が喜ぶはがき

を作ることを明確にするために,誰に渡すはがきか考

えて作ろうと呼びかけた。すると里恵は,死んだおば

あちゃんが牛乳好きだったから,牛乳パックのラベル

を入れた。真美は,大すきなピアノの先生にあげるた

めに,音符の絵を入れたはがきを作った。また,全体

的に色をつけずに直樹のように白くする子が多かった。

(パルプ液を敷き詰める久美)

久美は,紀香と2人でミキサーを使っていた。 しか

し,いつものように紀香が先に作ってしまい,余った

パルプ液で久美は作り始め,パルプ液を手ですくい,

一つ一つ網の中に敷き詰めていた。スポンジで押さえ。

-

「まっしろなはがき」,「今目から,しかくいかみす

きをやりたいです」とあるように久美はこの目から

手作りはがきに対する価値を自分なりにはっきりもっ

たように感じる。その背景には,「もらう人が喜ぶ手

紙」を意識し,久美なりにきれいなはがきをつくろう

と考えた結果,「まっしろ」「しかくい」というキーワー

ドが出てきたと考えられる。家でも紙すきを行い,お

父さんやお母さんに手紙を渡していた久美だから,学

校で作ったはがきを,一番の親友のさとこにあげたい

と思ったのだろう。 しかし,何とかはがきらしい形の

紙は作ったが,「これからはできないかもしれない」

と,まだ自信が持てない様子でいる。そこで,久美に

四角く作る自信をもたせると同時に,今後のはがき作

りの活動に目標をもたせたいと考え,活動を見直すか

かわり合いをもった。
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この授業では,上手にできた子を前に出し,実演さ

せた。薄くできた隆志は水の中にすき枠を浮かべ,そ

こヘパルプ液を流し込み,揺することで薄く均一に紙

をすくことができることに気づいていた。また,太一

はスポンジでしっかり押さえ,水分を絞ることで,四
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角くできることに気づいていた。この2人に実演をさ

せることで,子どもたちに自分の作り方を見つめ直す

きっかけにしたいと考えた。授業の中では,教師の予

想を超え,「柴田さんみたい」「柴田さんもやってた」

というつぶやきが出た。子どもたちは,太一や隆志の

実演に紙すき名人の柴田さんの作業を思い出したので

ある。

また,本時では,貞美のはがきを紹介することで,

渡す相手のことを考え,相手にあったはがきを作るこ

とに着目してほしいと考えた。しかし,真美が思いを

語れるようにしておかなかった支援不足と,問い返し

のまずさにより,真美の発言に子どもたちは食いつい

てこなかった。

久美は,手ですくってていねいに形を作ったこと

を「細かく上手に」と発言した。しかし,やはり紙を

すいたというよりは,パルプ液を並べたという感じな

ので,ぼろぼろになってしまった。そんな久美はこの

授業の隆志の実演を見て心を動かされた。

「たかしくんたちみたいにじょうずに」というのは,

「薄く・四角く」ということである。久美は,薄く四

角いはがきに価値を見出し,隆志のやり方をまねすれ

ば,それができると考えたのである。

6回目の紙すきを6月30日に行った。今回,久美は

誰にも邪魔されることなく一人でじっくり作ることが

できた。牛乳パックも一人で1枚分使えて液が余った。

初めて自分で「しかくいはがきができました」と言

えた久美。そして,いつも液が足りなくて困っていた

のに,この日は液が余り,家に持ち帰った。この日の

日記には,上手にできた喜びが書かれていた。

「たかしくんとたいちくんのまねをしたら」とある

ように,前時のかかわり合いの授業で見た隆志と太一

の実演が,久美の紙すきによい影響を与えていること

がわかる。また,液が「なくならなくて」うれしかっ

たというところから,今までパルプ液が足りなくて思

うように作れなかった経験を多くしている久美らしさ

が出ている。後日,家庭訪問のときに,余って持ち帰っ

たパルプ液で作ったはがきを見せてくれた。とても,

うれしそうだった。7月6日に最後の紙すきを行った。

(隆志のまねをして水の中ですき枠をゆする久美)

最後の紙すきは,いとこに真っ白のきれいなはがき

を作りたいと願い,活動に入った久美。最後は,1人

1枚しか作ってはいけないことにした。本当に最後の

はがき作りを,もうやり直しがきかないという気持ち

で行い,最後の1枚に気持ちをこめて作ってほしかっ

たからである。久美は,途中,太一に少し助けてもら

いながら,隆志のやり方をまねして,きれいに作るこ

とができた。
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うに紙すきを行っている様子を見て,それを思い出に

したいと感じていることがわかる。

7月13日に活動を振り返るかかわり合いの授業をもっ

た。ここでは,これまでの活動を振り返って,成長し

た自分の姿を自覚させるとともに,手作りはがきの

価値について気づかせたいと考えた。

(太一に教えてもらう久美)

4.自己の成長を振り返る久美

このあと,活動を振り返る作文を書いた。

しがつ?はじめてつくったときにせんせいたちがおしえて

くれました。 しろいえきとあかいえきをいれてつくるなん

ておもっていなかったから,こんなんでかみができるなん

ておもいませんでした。

「そのひからじょうずにできました」から,柴田さ

んたちと行った紙すき体験が久美にとっては重要な出

来事であったことがわかる。そして,久美は柴田さん

のおかげで紙すきが上手になっていったと感謝してい

る。「しかくいじょうずなうすくはがきみたいに」と

いうのが,久美にとっての上手なはがきであり,最初

の頃にはもっていなかった価値意識である。久美は,

柴田さんや友だちとかかわるなかで,はがきに対する

価値意識を更新していったことがうかがえる。それが

最後に自分の手でできたことに対して喜びを感じてい

る。「みんなのえがお」とはどういう意味なのか久美

に聞いてみたところ,「紙すきをやっているときの笑

顔」と答えた。久美自身,紙すきをしてきたなかで,

友だちに教えたり教えられたり,けんかをしたりと,

いろいろな友だちとかかわりながら成長してきた。そ

んな久美が自分のことだけでなく,友だちがうれしそ

美咲が「自分が成長したなあ」と発言したことによ

り,「成長」ということについて考えることができた。

竜也は「紙すきの作り方が上手」と答え,千絵は「柴

田さんみたいに」,和也は「初めて薄く」と,それぞ

れの成長について語った。太一にいたっては,「こん

なに上手にできるんだなあ」と,自分を客観視し,そ

の成長に気づくことができている。これらは,授業前

の座席表にはない発言であることから,美咲の発言に

よって引き出されたものであるといえよう。
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久美は「直樹君とやって上手にできた」とか「柴田

先生が教えてくれたから」上手にできたと,友だちや

柴田さんたちとのかかわりが自分を成長させてくれた

と発言できた。他の子たちも自分が上手になってきた

姿を述べることができた。 しかし本時のもう一つのね

らいである手作りはがきの価値については,意図的に

考えさせてみたが,なかなかうまくいかなかった。

手作りはがきと画用紙を切っただけのはがきとの違

いを聞くことで,手作りはがきの価値に気づかせたい

と考えたが,「何か違うんでしょうね」という聞き方

が良くなかった。この発問で,子どもたちは違いに目

がいき,形や色が違うなどの表面的なことについて考

えてしまった。そんななかで雅代が「心がこもってい

る」という発言をしたにもかかわらず,教師がさらり

と流してしまったので,他の子にまで広げることがで

きなかった。

授業の終盤では,世奈が手作りはがきは他には「あ

んまりないもの」と発言した。ここで,先ほどの雅代

の「心がこもっている」とつなげてみると,よりふく

らんだかもしれない。美咲が一人がんげって「はがき

を作ってきてよかった」と言ったが,他の子はなかな

かついて来られずに終わってしまった。教師が背伸び

をしすぎて,高いレベルの価値意識を求めすぎてしまっ

たからだと思う。

N おわりに

夏休みに,一通の暑中見舞いが届いた。美咲からで

ある。アサガオの押し花の入った手作りはがきで,規

格外であるからだろうか, 80円切手が貼ってあった。

とても心が温まる手紙だった。他にも,家でいろんな

手作りはがきを作っている子どもは多くいた。久美も

その一人である。それを学校にもってきて見せてくれ

たり,家族にあげたりしていた。生活のなかに手作

りのよさを生かしている姿がうれしかった。

(美咲からの手作りの暑中見舞い)

久美の学校での様子をみていると,4月に比べて発

言を大きな声で堂々と言えるようになった。紙すきを

通して自信をつけたようにも見える。他にも,隆志や

直樹など,4月当初は内気でおとなしく,発言もほと

んどできなかった子が,自信をもって友だちと接し,

発言もできるようになった。友だちのよいところを見

つけ,ほめ,認めることができた成果であろう。
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